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 広島大学附属三原小学校の第４学年 37 名を
対象とした。 
（２）授業実施時期 




















































































































































































T  ：できないチームが増えてきたね。 






























表 1 単元評価アンケート結果 
態度 時 4 3 2 1 
現象を見つけよ
うとする 
事前 10 20 7 0 
事後 14 19 4 0 
規則を見つけよ
うとする 
事前 9 21 7 0 
事後 13 20 4 0 
規則を活用しよ
うとする 
事前 13 18 6 0 
事後 19 17 2 0 
動的に見ようと
する 
事前 3 13 17 4 

















































































第１次 空間図形の基礎について  

























































































































４≧○ア ＋○エ ≧２  
と表現されるが，列ごとの個数で捉えると，  



















































態度 時 4 3 2 1 
①事象から見つ
けようとする 
昨年 7 5 6 23
今年 16 12 10 1 
②関係を考えよ
うとうとする 
昨年 18 12 7 4 
今年 22 10 5 2 
③規則を見つけ
ようとする 
昨年 14 12 7 6 
今年 22 12 5 0 
④関係でみよう
とする 
昨年 19 6 7 9 
今年 20 8 6 5 
◎動的に見よう
とする 
昨年 - - - - 
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とする姿②どのような関係かを考えていこうと
する姿③関係の中にある法則を見つけようとす
る姿④事象を関係で見ていこうとする姿が，現
れる場面を設定した結果，児童・生徒の単元ア
ンケートについては，小学４年生では単元前と
後，中学１年生では，昨年度と本年度で肯定的
な回答がどの項目でも見ることができた。この
ことから，関数の考え方は図形領域においても
活用できることが分かった。さらに，小学校の
高学年と中学校１年生の学年間で統一した円滑
した指導ができることについてもわかった。ま
た，教師が意図的に関数の考えを授業の中で取
り扱っていくことが，子どもに「関数の観念」
を育んでいく上で効果的であった。  
今後の課題としては，動的な視点で物事を捉
え，関数の考え方を思考に取り入れる教材の開
発が必要である。また，来年度も引き続き，学
年間における意識の変化を見とっていくアン
ケートやパフォーマンス課題の開発である。  
 
５．おわりに 
 本研究を進めるにあたって，小学校での指導
方法と中学校での指導方法については，違いは
あると感じた。一つ目は，指導する際の距離感
である。発達段階に応じて，生徒との距離感を
意識しながら指導している。小学校では，寄り
添い共感的な視点で，コミュニケーションを
とっている。さらに，そのような場面を意図的
に設定している。生徒指導の３機能にもあるよ
う，共感的人間関係の視点を授業に取り入れ，
指導することで，授業や教師とのかかわり方を，
校種を超えて，引継ぎ教科指導を進めていくこ
とも可能だと考える。子どもの発言を共感的に
受け止めることで，より深く聞き取り，その考
えが正解か不正解であるかではなく，子どもの
思考深めたり，探ったりすることを取り入れた
い。  
２つ目は算数科では，作業や体験を通した活
動をする中で規則性や特徴をとらえていくこと
が多い。それに対して数学科では，演繹的に証
明することで，定理を導き出し，活用する場面
が多い。小学校段階のように，作業や体験で経
験した事実を覚えていくことと同様に数学を考
えてはいけない。数学では，定理を覚えればよ
いというわけにはいかない。その定理を使うた
めには必要な条件がある。それがいつも示され
てあるわけではなく，見つけなければならない。
また，見つけるためには，演繹的な活動が必要
となってくる。やはり，小学校高学年と中学校
１年生の段階で徐々に指導を変化させていく必
要があると感じた。子どもたちもそれを理解す
る必要があり，指導者も意図的に，作業や体験
の場を設定したり，演繹的に論理を構築する場
を設定したりする必要がある。特に，数学の指
導者は，小学校段階の算数の学習方法を結びつ
けた理解の仕方を生徒に示していくことが必要
であると考えた。  
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